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片
倉
も
と
こ
氏
が
総
合
政
策

学
部
教
授
（
民
族
学
）
か
ら
、

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

（
日
文
研
）
の
所
長
に
５
月
就

任
し
た
。
初
代
・
梅
原
猛
（
哲

学
）、
河
合
隼
雄
（
心
理
学
）、

山
折
哲
雄
（
宗
教
学
）
と
い
う

著
名
な
歴
代
所
長
の
あ
と
を
受

け
、
日
文
研
で
は
初
の
女
性
所

長
誕
生
で
あ
る
。

　

日
文
研
は
内
外
の
研
究
者
が

集
ま
る
共
同
研
究
機
関
。
着
任

し
た
感
想
は
、「
よ
い
研
究
者

が
集
ま
っ
て
い
て
、
お
し
ゃ
べ

り
す
る
の
が
と
て
も
楽
し
い
」

と
満
足
げ
な
様
子
。「
研
究
所

は
京
都
の
高
台
に
あ
っ
て
、
ウ

グ
イ
ス
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た

り
、
ホ
タ
ル
が
見
ら
れ
た
り
と

充
実
し
た
環
境
で
す
」
と
語
る
。

　

イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
者
と
し
て

知
ら
れ
る
が
、
最
近
の
興
味
を

聞
け
ば
、「
冬

ソ
ナ
で
、
ハ

ン
グ
ル
語
を

学
習
す
る
こ

と
」
だ
そ
う

で
あ
る
。
流

行
のi-pod

フ
ラ
ッ
シ
ュ

を
首
か
ら
ぶ

ら
下
げ
、
柔
和
な
笑
顔
。「
も

ち
ろ
ん
、
冬
ソ
ナ
が
入
っ
て
い

る
の
よ
」

　

国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
、

ア
ラ
ブ
文
献
研
究
セ
ン
タ
ー
客

員
研
究
員
、
総
合
研
究
大
学
院

大
学
教
授
な
ど
を
へ
て
、
93
年

か
ら
中
央
大
学
教
授
。
同
年
の

総
合
政
策
学
部
創
設
に
準
備
室

段
階
か
ら
尽
力
し
た
生
み
の
親

の
一
人
。

　

目
下
の
研
究
テ
ー
マ
は
「
移

動
と
共
生
」。
移
動
に
よ
っ
て

人
間
同
士
が
ど
の
よ
う
に
知
り

合
い
、
文
化
を
形
成
し
て
い
く

の
か
。ま
た
、「
内
な
る
国
際
化
」

に
関
し
て
も
関
心
が
あ
り
、「
日

本
の
中
に
多
重
的
、
多
層
的
に

存
在
し
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
日

本
文
化
に
、
あ
る
種
の
芳
醇
さ

を
感
じ
る
」
と
い
う
。

　

所
長
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
は
、

「
20
世
紀
の
学
問
は
分
析
的
で

深
く
、
専
門
的
に
な
り
過
ぎ
た
。

片
倉
も
と
こ
氏
が
総
合
政
策
学
部
教
授
か
ら

日
文
研
初
の
女
性
所
長
に

「
多
摩
と
京
都
の
往
復
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」

だ
か
ら
こ
そ
、
21
世
紀
の
学
問

は
総
合
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
日
文
研
の
研
究
者
た
ち

に
持
論
を
語
っ
た
。

　

所
長
就
任
後
も
、
中
大
で
は

客
員
教
授
と
し
て
学
部
で
の
講

座
（
「
政
策
文
化
関
係
論
」）

を
週
１
回
続
け
る
。「
東
京
と

京
都
の
二
重
生
活
は
大
変
で
す

ね
」
と
言
っ
た
ら
、「
そ
れ
も

ま
た
楽
し
み
」
と
笑
顔
が
返
っ

て
き
た
。

（
学
生
記
者　

滝
沢
孝
祐
＝
総

合
政
策
学
部
２
年
）

　

ト
ル
コ
・
イ
ズ
ミ
ル
で
開

催
さ
れ
た
第
23
回
ユ
ニ
バ
ー
シ

ア
ー
ド
競
技
大
会
（
８
月
10
日

―

21
日
）
で
中
央
大
学
水
泳
部

の
山
口
雅
文
選
手
（
経
済
学
部

３
年
）
が
男
子
百
メ
ー
ト
ル
背

泳
ぎ
で
み
ご
と
優
勝
し
た
。
タ

イ
ム
は
55
秒
00
。
五
十
メ
ー
ト

ル
お
よ
び
二
百
メ
ー
ト
ル
背
泳

ぎ
で
も
３
位
に
入
賞
し
た
。

　

山
下
誠
選
手
（
法
・
４
）
も

男
子
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
３

位
に
入
賞
、
２
人
そ
ろ
っ
て
出

場
し
た
男
子
４
×
１
０
０
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
で
も
３
位
入
賞
を

水
泳
部
・
山
口
雅
文
選
手（
百
背
）が

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
の
夏　

国
内
外
で
中
大
勢
が
大
活
躍

片倉もとこ・日文研所長
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果
た
し
た
。　

　

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
辻
尾

真
二
選
手
（
商
・
２
）
が
出
場

し
た
日
本
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
は
、

決
勝
で
イ
タ
リ
ア
を
Ｐ
Ｋ
戦
の

末
破
り
、３
連
覇
を
成
し
と
げ
た
。

中
大
か
ら
選
出
さ
れ
た
他
の
選

手
の
成
績
は
以
下
の
通
り
。

　

▽
ヨ
ッ
ト
部
・
小
出
雅
幸
選

手
（
経
・
４
）　

男
子
４
７
０

級
で
４
位

　

▽
陸
上
競
技
部
・
山
本
一
喜

選
手
（
法
・
４
）　

男
子
や
り

投
げ
８
位

◇

　

第
81
回
日
本
学
生
選
手
権
水

泳
競
技
大
会
は
大
阪
府
門
真
市

な
み
は
や
ド
ー
ム
で
開
催
（
９

月
２
日―

４
日
）。

　

学
校
対
抗
戦
（
団
体
）
で
11

連
覇
中
の
中
大
水

泳
部
は
、
惜
し
く
も

僅
差
の
ス
コ
ア
で
２

位
、
12
連
覇
は
成
ら

な
か
っ
た
。
優
勝
は

日
本
大
学
。

　

種
目
別（
個
人
戦
）

で
は
３
選
手
が
優
勝

し
た
。 

　

▽
石
村
元
選
手

（
商
・
２
）　

男
子

千
五
百
メ
ー
ト
ル
自

由
形

　

▽
山
口
雅
文
選
手

（
経
・
３
）　

男
子

百
メ
ー
ト
ル
背
泳
ぎ

　

▽ 

山
下
誠
選
手
（
法
・
４
）

　

男
子
百
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ 

◇

　

マ
レ
ー
シ
ア
国
の
コ
タ
・
キ

ナ
バ
ル
市
で
行
わ
れ
た
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
の
05
年
ア
ジ
ア
選
手
権

大
会
（ 

７
月
25
日―

30
日
）
で
、

坂
本
圭
右
選
手
（
経
・
４
年
）

が
男
子
エ
ペ
個
人
戦
で
み
ご
と

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。
千
田

　

７
月
22
日
、
赤
坂
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
で
、
中
央
大
学
主
催
の

「
学
長
招
待
会
―
白
門
情
報
交

換
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
就
職

支
援
の
一
環
と
し
て
企
業
関
係

者
を
招
き
毎
年
開
い
て
い
る
も

の
で
、
人
事
担
当
者
ら
多
数
が

出
席
し
た
＝
次
ペ
ー
ジ
写
真
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

角
田
邦
重
学
長
は
「
近

年
、
産
業
界
か
ら
大
学

に
は
『
即
戦
力
と
な
る

学
生
』
を
と
い
う
要
請

が
あ
る
が
、
４
年
間
の

学
部
教
育
を
終
え
た
学

生
に
即
戦
力
は
本
当
に

期
待
で
き
る
の
か
。
本

学
の
掲
げ
る
実
学
は
即

戦
力
と
は
異
な
り
、
基

礎
的
な
力
、
人
間
的
魅

力
を
兼
ね
備
え
た
学
生
の
育
成

で
あ
り
、
学
生
に
は
実
地
応
用

に
耐
え
ら
れ
る
人
間
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
述
べ
、
本
学
の
実
学
理
念
に

基
づ
く
教
育
に
つ
い
て
理
解
を

求
め
た
。

　

こ
の
あ
と
「
大
学
教
育
と
企

業
が
求
め
る
人
材
像
」
と
題
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
北
村
敬
子
副
学
長
の
司
会
で

行
わ
れ
た
。

　

専
門
商
社
・
国
分

で
人
事
・
採
用
を
担
当
し
て
い

る
小
木
曽
泰
治
氏
は
「
最
近
の

学
生
は
知
識
習
得
に
意
欲
的
で

「
企
業
が
欲
し
い
の
は
サ
ッ
カ
ー
型
人
間
」

企
業
人
事
担
当
者
ら
招
い
て「
学
長
招
待
会
」

健
太
選
手
（
文
・
２
）
は
男
子

フ
ル
ー
レ
で
15
位 

、
坂
本
雄

右
選
手
（
法
・
２
）
は
男
子
サ
ー

ブ
ル
で
18
位 

だ
っ
た
。

右が高橋雅文選手。写真は日本学生選手権

パネルディスカッションも活発に
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強
調
し
た
。

新
た
に
選

ば
れ
た
テ
イ

さ
ん
は
レ
ー

ザ
ー
や
電
磁

波
の
研
究
生
。

来
年
８
月
、

電
磁
波
の
世

界
的
な
大
会

が
中
央
大
学

で
開
か
れ
る

予
定
で
、
そ

れ
に
理
工
学

研
究
所
の
ス

タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
す
る

と
い
う
。「
中
央
大
学
の
代
表

と
し
て
、
し
っ
か
り
し
た
研
究

成
果
を
発
表
し
た
い
」
と
抱
負

を
語
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
こ
へ
き
て
の
日
中
、

日
韓
の
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
関
係

を
念
頭
に
お
い
て
か
、
３
人
は

「
国
と
国
の
関
係
で
も
友
好
の

架
け
橋
に
な
り
た
い
」
と
口
を

そ
ろ
え
た
。

　

大
学
院
生
を
対
象
に
し
た
05

年
度「
外
国
人
留
学
生
特
待
生
」

が
決
ま
り
、
７
月
12
日
、
角
田

邦
重
学
長
か
ら
証
書
が
手
渡
さ

れ
た
。
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

制
度
で
、
２
年
目
に
な
る
。

　

初
年
度
は
２
人
だ
っ
た
が
、

２
年
連
続
と
な
る
リ
・
メ
イ
グ

ン
さ
ん
（
商
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
３
年
＝
中
国
籍
）
と
キ

ム
・
ヒ
ギ
ョ
ン
さ
ん
（
文
学
研

究
科
博
士
前
期
課
程
２
年
＝
韓

国
籍
）、
そ
れ
に
テ
イ
・
ケ
ン

ペ
イ
さ
ん
（
理
工
学
研
究
科
博

士
前
期
課
程
２
年
＝
中
国
籍
）

の
計
３
人
が
選
ば
れ
た
。

　

特
待
生
に
は
、
そ
の
年
度
の

学
費
相
当
額
の
ほ
か
生
活
生
活

費
補
助
と
し
て
月
額
10
万
円
、

家
賃
補
助
と
し
て
月
額
上
限
４

万
円
が
給
付
さ
れ
る
。

　

「
博
士
論
文
の
中
日
の
自
動

車
サ
プ
ラ
イ
研
究
で
、
昨
年
秋

に
中
国
で
企
業
調
査
で
き
た
。

「
外
国
人
留
学
生
特
待
生
」こ
と
し
は
３
人

大
学
院
生
へ
の
新
制
度
２
年
度
目

こ
れ
も
こ
の
制
度
の
お
陰
と
感

謝
し
て
い
る
」（
リ
さ
ん
）、「
留

学
生
約
７
０
０
人
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
と
い
う
、
い
い
意
味
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
、

韓
国
と
日
本
の
多
様
化
す
る
家

族
観
や
結
婚
観
の
比
較
研
究
も

充
実
し
て
や
れ
た
」（
キ
ム
さ

ん
）
と
、
第
１
号
特
待
生
は
経

験
を
通
し
て
新
制
度
の
意
義
を

左からリ・メイグンさん、キム・ヒギョンさん、テイ・ケン
ペイさん＝1409会議室

あ
る
と
い
う
長
所
の
半
面
、
打

た
れ
弱
く
失
敗
を
回
避
す
る
傾

向
が
あ
る
。
ま
た
、
白
か
黒
か

と
い
っ
た
二
者
択
一
を

好
み
、
グ
レ
ー
・
中
間

と
い
っ
た
考
え
方
が
苦

手
で
は
な
い
か
」と
指
摘
。

ま
た
「
企
業
は
現
在
、

野
球
型
か
ら
サ
ッ
カ
ー

型
へ
と
移
行
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
自
ら
状
況
把

握
を
し
、
考
え
行
動
し

て
成
果
を
出
す
、
と
い

っ
た
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
「
期
待
さ
れ
る
人
材
論
」
に

重
ね
て
話
し
た
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ

の
大
塚
奈
美
氏
は
、
大
学
に
期

待
す
る
も
の
と
し
て
、
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
し
て
の
英

語
力
、
人
間
対
人
間
の
関
係
を

築
く
能
力
」
を
挙
げ
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
後
、

「
五
色
の
間
」
で
は
こ
と
し
の

就
職
状
況
や
来
年
に
向
け
て
の

支
援
要
請
な
ど
実
際
的
な
話
を

含
め
て
、
産
・
学
の
意
見
交
換

の
輪
が
あ
ち
こ
ち
で
み
ら
れ
た
。

（
学
生
記
者　

滝
沢
孝
祐
）


